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1. はじめに 
 近年、注目を浴び始めた Peer to Peer（以下
P2P）という技術がある．  
また、P2P の注目されている重要な要素として
サーバなど仲介するものが不要であるとい 
うところにある．しかし，現状では PC上で起 
動させるアプリケーションが殆どで、その用途

も主にファイル交換やメッセージ交換などに使

用されている．コラボレーションなどにも活用

されるようにはなってきているが、今のユビキ

タスの時代にはそれだけでは P2P の技術、考え
などが活用されていない。 
そこで，本提案ではその P2P技術を携帯電話な
どの携帯端末に応用することで、基地局などの

仲介が必要の無いモバイル端末間のみで形成さ

れるというモバイルアドホックネットワークと

いう考えを用いて、チャットなどを行うメッセ

ンジャーアプリケーションを作成するというも

のを提案する。 
 その通信を可能にするための方法として、無

線通信技術である Bluetooth と、その最大の特
徴であるピコネットに注目した。 
これにより、携帯端末でのリアルタイムな

情報を交換でき、また電波の通じない、電波

の弱い場所での通信も容易になると考えた。   
また、本提案では携帯電話に実装をすること

が目標であるが、現在では携帯電話自体などの

制限により実装は難しいものと考え、その試作

段階として実装には携帯端末の Palm を使用す

るものとする。 
 

2. アドホックネットワーク 
アドホックネットワークは、携帯電話などの

モバイル端末の間で、自律的にネットワークを

構築する技術で、無線通信とネットワーキング

能力を備えた 2 台以上の集まりである（Fig.1）。 
 

携帯電話であれば基地局や、無線 LAN のよう
なアクセスポイントなしに、端末同士で直接通

信を行い、直接通信ができない端末間では他の

端末をアンテナ代わりとして仲介して通信を行

う。 
アドホックネットワークは、自己編成機能を

持ち適応性を備えている。つまり、形成されて

いたネットワークが管理者を必要とせずに、勝

手に違った形のネットワークを構成できること

である。 
 

 
Fig.1 アドホックネットワークの例 
 
3.   提案内容 
3.1 通信方法 
携帯端末同士が通信するための手段として

Bluetooth を使って通信に着目した。その理由と
しては Bluetooth の特徴であるピコネットにあ
る。（Fig2） 
このピコネットの集合であるスカッタネット

（Fig3）を携帯端末同士の通信に応用するとい
うもので、携帯端末をアクセスポイントの一つ

として見立てることができる。 
携帯端末同士でピコネットを構成することで

マスタの携帯端末からスレーブの携帯端末につ

ながり、スレーブになった携帯端末は新たなピ

コネットを構成し、そのネット内でのマスタに

なる。このようなことを繰り返すことで携帯端

末同士によるスカッタネットを構成して、

Bluetooth を搭載させた携帯端末から 10ｍ範囲
に点在する携帯端末を中継していくことでリレ
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クを構成して目的の携帯端末との通信を可能に

できるのというものである。 
これによりアンテナなどの仲介目的のものを

幾つも建てないでも携帯端末が普及している場

所などでは安定した通信などをすることができ、

アンテナの少ないような場所や、電波の弱い場

所でも、携帯端末を持っている人が増えれば通

信が安定させられる。このことから、ピコネッ

ト、スカッタネット内の携帯端末をピアと見立

てて、ピアとピアがお互い直接通信することに

より携帯端末同士による Pure 型 P２P ネットワ
ークを構成することができる。 

 
Fig.2 ピコネット  Fig.3 スカッタネット 
 
3.2 メッセンジャーアプリケーション 
リアルタイムで行えるという点では携帯電話

で行えるメッセンジャーは存在する。 
TU-KA Messengerは携帯電話で行えるメッセン
ジャーだがこれはサーバを介してのインターネ

ット通信によるものである。 
また、最近では auの Hello Messengerなども

存在するが、これも同じようにインターネット

通信によるものである。このような場合ではサ

ーバがダウンしてしまったとき、電波の通じな

い、または安定しない場所に入ってしまうとチ

ャットができなくなってしまう。 
 そこで本提案では、前項の Bluetooth を利用
した通信方法により、電波が届かず通信が出来

ないような場所でも安定した通信ができるよう

なメッセンジャーを提案する。Bluetooth を利用
することで、会話の途中にネットワークから外

れたとしても Bluetooth の電波が届く範囲にあ
る端末を中継して、ネットワークを繋げ会話を

再開させることができる（Fig.4） 
 そこで携帯端末上でも起動させられるメッセ

ンジャーの必要になってくるものとして機能と

して以下の項目、 
1）端末の種類に左右されず、どの環境において
も稼動する 

2）メッセージの送受信 

3）メンバーの現在状況 
4）メンバーの追加･削除 
などの考慮が必要である。 
本提案で考えるメッセンジャーでは必要最低

限のことを考えているので、1）～4）の機能が
あればメッセンジャーが成り立つものと考える。 

 
         Fig.4 会話の中継 
 
5. 評価・検証方式 
アドホックネットワークを利用することの有

用性を図るためにメッセンジャーアプリケーシ

ョンの評価を行った上で以下の項目の検証を行

った。 
1）メッセンジャーの評価 
2）アプリケーション使用中にネットワークから
外れてしまった場合の再接続の時間 

3）メッセージのレスポンス速度 
といった項目をユーザにとっての主観的な部分 
の数値的評価を行った。 
 
6. まとめ 
 本提案ではモバイル端末で構成されるアドホ

ックネットワークを利用したメッセンジャーア

プリケーションの提案を行い、その通信方法に

は Bluetooth を使用するということを提案した。 
 また、Bluetooth をしようすることで、通信が
出来ないような場所でも 10m 範囲に同じ携帯端
末を持った相手がいれば、その端末を中継して

通信を可能にすることができるようになる。 
 今後は、会話の途中などでネットワークから

一時的に抜け、再接続をした場合に会話の抜け

ている部分のデータの補完方についての方法を

メッセンジャーの機能に付けることが必要であ

る。 
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